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吸い取りインタフェースを有す電子掲示板システム 

―携帯機器によるデジタルボードと紙掲示物からの情報取得― 

１．背景 

コンピュータの普及に伴い，web 掲示板を代表例とした電子掲示板が多く利用され

るようになってきた．Web 掲示板はインターネットやローカルエリアネットワークを

通して，遠隔地から投稿や閲覧をすることができるという利点がある．しかし一方で，

web ブラウザを立ち上げて掲示板ページを開く作業が面倒であったり，それが故に掲

示を見忘れてしまったりという問題点もある． 

電子掲示板が一般化してきても，小規模で，同じ部屋を拠点として活動するグルー

プでは，ホワイトボードやグリーンボードを用いた掲示が多く使われているのは，ホ

ワイトボードに書き込んだり，グリーンボードに紙を貼り付けたりする形式が，一覧

性や掲示の手軽さの点でメリットがあるためと思われる．しかし，これら普通の掲示

板を前にして掲示物の内容を取っておきたいと思った場合には苦労が伴う．このよう

なときには，紙や PDA（Personal Digital Assistance）に手書きでメモを取ったり，

デジカメや携帯電話で写真を撮ったり，一時的に剥せるものであればコピーを取った

りする．しかし，手書きによるメモは面倒であり，また，複数枚からなる掲示物であ

ると写真を撮るのも大変である． 

２．目的 

そこで，本プロジェクトでは，この

点を解決するユーザインタフェース

として，目の前にある掲示物に PDA
などの携帯機器を近付けるだけで，そ

の掲示物の内容が取り込める吸い取

りインタフェースを提案する（図 1）．
このインタフェースでは，取得したい

掲示物に携帯機器をかざすだけでよ

く，掲示されている文書の見出しリス

トなどから選択するといった従来の

インタフェースに比べて操作の負担

を軽くできる． 
そして，ホワイトボードを模した大型モニタを利用した電子掲示板への実装（デジ

タルボード版），および，グリーンボードなどに紙文書を掲示する形態への実装（紙

掲示版）を行うことを目的とする． 

３．開発内容 

3.1 デジタルボード版 [1] 

デジタルボードへペンを用いて筆記を行うことで，新たなストロークを入力し，掲
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図１ 吸い取り紙インタフェース概略図 
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示文書を書くことができる（図 2）． 
携帯機器をデジタルボードに表示されている掲示文書に近づけると，その掲示文書

の矩形の色が変わる．そのまま携帯機器をしばらく静止させると，その掲示文書を吸

い取ることができる（図 3）． 
携帯機器の画面に掲示文書を筆記した後，デジタルボードに近づけると，その場所

にマーク（円）が表示される．そのまま携帯機器をしばらく静止させると，その掲示

文書を貼り付けることができる（図 4）． 

 

図 2 手書きによる掲示描画 

  

図 3 デジタルボードからの吸い取り 

   

図 4 デジタルボードへの掲示 

3.2 紙掲示版 [2] 

携帯機器による吸い取りが行える手書きの掲示物を作成したい場合は，無線タグを

組み込んだピンをタグリーダライタに乗せた状態で紙入力機器にセットした紙に書

き込みを行う（図 5）．また，吸い取らせる情報をテキストデータや画像，音声など

にすることもできる． 
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そのピンを用いて掲示された紙掲示物に携帯機器をかざす，正確には CF カード型

タグリーダライタをピンに近づけると，そのピンに結び付けられた情報がインターネ

ットサーバ上から取り出され，表示される（図 6）． 

   

図 5 掲示物の作成 

  

図 6 吸い取り機能 

４．従来技術との相違 

デジタルボードを用いた研究は LiveBoard[3]をはじめとして多く行われているが，

そのほとんどがミーティングや教育[4]など同期的な利用方法に関してであり，非同期

的なコラボレーションツールである掲示板への応用研究はほとんどない．

ActivePoster[5]は数少ない大画面電子掲示板の例であるが，広告の掲示を目的とした

もので，多数の利用者が掲示を行えるものではない． 
携帯機器でバーコードや無線タグを読み取ることで，なんらかの情報を取得するイ

ンタフェースは新しいものではない[6][7]．しかし，掲示板に掲示された紙から情報

を取得する環境への適用，そして，紙掲示物の作成を含んだ掲示板利用全体を考慮し

た研究は見られない． 
掲示板からの情報取得の少ない例である内田洋行の DRAGON では，デジタルボー

ドの画面と PDA の画面を順番に指でタッチすることで，掲示文書の交換を行うこと

ができる．このインタフェースは Pick and Drop[8]の指版と言うことができる．これ

らは移動元と移動先をペンや指で順番に指定するものであり，GUI の枠内のインタフ

ェースである．また，Tool Device[9]は実世界で用いられる吸い取るための道具を形

取ったデバイスで情報を吸い取ることができるもので，吸い取るという動作には自然

なインタフェースである．しかし，紙面上の情報を写し取るというイメージの操作，

および，吸い取った後に閲覧する動作の中では，本稿で提案する携帯機器を用いた吸

い取りインタフェースの方がより自然であると考える． 
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５．期待される効果と活用の見通し 

このインタフェースが広まれば，学内や社内にある掲示物や，街中にある大型ディ

スプレイを用いた宣伝板やポスターに，携帯電話や PDA などの携帯機器を近づける

だけで，その内容を手元に残せるようになる．また，より詳細な情報を吸い取らせる

ことも可能となるため，ポスターデザインの自由度が高まるというメリットも生じる．

さらに，商用目的には割引クーポン券の配布といった利用方法もある． 

６．開発者名 

加藤直樹（東京農工大学 工学部） 
    （2004 年 4 月 1 日より，東京学芸大学 教育実践研究支援センター） 

naoki@bmoon.jp 
http://lab.bmoon.jp/ 

参考文献 

[1] 加藤直樹：電子掲示板のための吸い取り紙インタフェース，情報科学技術フォー
ラム情報技術レターズ，Vol.2, pp.270-271 (2003) 

[2] 加藤直樹：吸い取りインタフェース：紙掲示からの情報取得，インタラクション
2004 論文集，pp.59-60 (2004) 

[3] Scott Elrod, et.al.: Liveboard: a large interactive display supporting group meetings, 
presentations, and remote collaboration, Proc. of the SIGCHI 1992, pp.599-607 (1992) 

[4] Masaki Nakagawa, et.al.: A Revised Human Interface and Educational Applications on 
IdeaBoard, Proc. of the  SIGCHI 1999 Extended Abstracts,  pp.15-16 (1999) 

[5] 鈴木和洋他：アクティブ電子掲示板を用いた情報提示, 情報処理学会研究報告, 
HI-92-11, pp.79-86 (2001) 

[6] 白井良成，松下光範，大黒毅：秘映プロジェクタ：不可視情報による実環境の拡
張，第 11 回 WISS 論文集, pp.115-122 (2003) 

[7] 矢谷浩司, 大沼真弓, 服部亜珠沙, 杉本雅則, 楠房子：Musex: 博物館におけるPDA 
を用いた学習支援システム，情報処理学会研究報告(HI-101), Vol.2002, No.111-2, pp. 
9-16 (2002) 

[8] Jun Rekimoto: Pick-and-drop: a direct manipulation technique for multiple computer 
environments, Proc. of the UIST 1997, pp.31-39 (1997) 

[9] 池田洋一，木村朝子, 佐藤宏介：道具の持つアフォーダンスを利用した触覚フィ
ードバックデバイス，バーチャルリアリティ学会論文誌，Vol.7, No.3, pp.339-345 
(2002) 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


